
□ 直接実施

□ 業務委託又は指定管理

■

□

【主な補助対象事業】

経営改善普及事業として経営指導員６名を配置し、商工業事業者に対し、個別相談として金融・税
務・経理・技術の改善、その他経営指導などを行う事業。

③　事業内容
（手段・手法

など）

商工会は経営支援事業や地域活性化事業などをとおして中小商工業の総合的振興を図る団体であり、
その事業に要する経費の一部を補助しています。

《経営支援事業》

年度

H20年度（決算)

H21年度（決算)

《地域活性化事業》

《プレミアム付共通商品券発行事業》
「労務対策事業」－就職者の雇用対策支援事業。

共通商品券に10%のプレミアムを付け1億円発行し、町民の購買意欲と町内消費を促進する事業。

「工業振興事業」…地域経済の活性化を図るため、時代に対応した講習会として経済講習会・創業支
援セミナー、企業情報交換会、住民が参加するイベントなどを行う事業。

「商業振興事業」…商業の活性化として、商品券発行、講習会として簿記講習・販売促進セミナ－、商
業団体の育成のための研修などを行う事業。

「総合振興事業」…まちづくり活動への支援及び参加、商品開発、商工業部会及び青・女性部への育
成等を行う事業。

概算人件費

担当課職員
（再任用職員

含む）
1,271 千円 0.20 人

人0千円0臨時職員等

29,444

総合振興費 293万円 681万円 43.0％
商業振興費 57万円 133万円 42.8％
工業振興費 20万円 45万円 44.4％
労務対策費

12　平成23年度
　　　事業費内訳

人
件

補助対象事業 補助額 補助率事業費総額
264万円役員報酬

職員構成

100.0％264万円
職員設置費 1,216万円 5,169万円 23.5％
経営支援事業 42万円 115万円 36.5％事

業
費

小計
その他補助対象外事業費 補助額 事業費総額

10

人
件
費

28,144

補助率
＊＊＊ 1,000万円 ＊＊＊50周年事業費

3万円 7万円 42.8％
ﾌﾟﾚﾐｱﾑ付共通商品券発行事業

26,444

832万円

商業の振興

商業の振興活性化の推進

商業環境の整備

６
　
総
合
計
画

７
　
実
施
方
法

H23年度（予算)

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

補助金（補助先：　寒川町商工会　）

26,444

町債

①　目的
（何のために）

②　対象
（誰・何を対象
に）

④事業の必要性

８

事
業
概
要

事業シート（事業概要書）

章

（委託又は指定管理先：　　　　　　　　　　　）

H22年度（決算見込み)

商工会補助事業費

（ □義務づけ　 ■ その他）

４　事業責任者

２　事業開始年度 昭和36年

国・県支出金

財源内訳(千円）

中嶋　利弥

５　根拠法令等

町民環境部産業振興課

寒川町商工会に関する補助金交付要綱

投入人員

魅力ある産業と活力のあるまちづくり

28,055

1,050万円 1,280万円 82.0％
2,945万円 7,694万円 ＊＊＊

＊＊＊ 418万円 ＊＊＊
2,945万円 9,944万円 29.6％

管理経費

総予算額
その他

＊＊＊ ＊＊＊

事業番号　２－２

平成23年度

一般財源その他

11　事業費
     （財源内訳）

千円29,444

1,271 千円

30,715 千円

９

コ
ス
ト

１　事業名

３　担当部・課・担当名

細項目

小項目

項

節

事業費計
(千円）

28,055

28,144

まちの特性を生かしたふるさとの創造を図ります

③　総額

②　人件費

①　事業費

中小商工業者
(商工会の活動に要する経費を補助することで、間接的に中小商工業者を支援している。）

中小商工業の育成、創業支援、経営の安定によって、地域活動を活性化し、地域振興を図るた
め商工会へ補助を行い、地域経済の健全な発展に寄与する。

　町の産業振興課が商工業振興事務を専門的に、あるいはスピードをもって事業展開すること
には限度があります。商工業者へ直接的に関わり指導等を行っている商工会は、町内の商業・
工業にわたり組織化されており、経営指導などを通じて町内商工業者の事情に精通していま
す。町が商工行政を実施し、施策の効果を上げるためには、相互にその基本的機能を明確に
し、分担しつつ密接に連携する必要があります。商工会の事業の一部に対し補助金を交付し、
商工業を振興していくことは、地域の発展に寄与するものです。

29,444



単位

件

回

部

円

単位

人

冊

社

人口、商工業者数が類似している団体比較（※平成22年度版商工会実態調査数値(21年度決算)）

南足柄市 44,172人 1,574社 6人 71,018千円 8,612千円 12.1%

22,097千円 21.2%

葉山町 32,434人 784社 6人 73,954千円 22,804千円 30.8%

愛甲 44,994人 1,817社 6人 68,114千円 8,410千円 12.3%

18　比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

補助率市町村補助額職員数商工業者数人口自治体名 総事業費

29.9%28,101千円93,919千円7人1,899社47,697人寒川町

逗子市 58,894人 1,752社 10人 104,334千円

17

事
業
の
自
己
評
価

4,004

プレミアム付共通商品券
販売冊数

6,000

事業番号　２－２

商工会会員数 935 922 961

14　単位当りコスト

経営指導講習会等の開催
回数

143 120

27,517

3,0003,614
経営指導員の指導件数

（巡回・窓口・創業）

②　今後の方
向性

①　課題等

経営指導講習会等の
参加者数

事業シート（事業概要書）

20,000 20,000

　経営指導や講習会などを開催してはいるものの、それにより中小商工業者の経営安定に効
果があったかどうかは確認できません。プレミアム付共通商品券の発行については、１人の購
入限度額が定められているもののさまざまな販売店で購入できるため、大量に購入している方
がいるとの情報もあり、利用者（町民）側からみると不公平感があります。近隣市町の状況をみ
ると７５％位が大型店で使用されているようなところもあり、小売店への効果が疑問視されてい
るところもあります。また商工会の組織率（町内の商工業者数（５年に１度県から示される事業
所・企業統計の数値）の商工会への加入割合）は、商工会の役職員を挙げて加入促進を実施
し、努力していただいていますが、ほぼ半分の49．8％に止まっています。

　経営指導講習会等の回数や指導件数により実績を確認していますが、参加者等に対して、指
導結果に対する満足度をアンケート調査することを補助の条件にするなど検討していきたい。
また、経営指導や研修会、情報提供などをとおして商工会の存在と加入することのメリットを広
くＰＲすることで会員を増やし、より多くの中小商工業者の経営安定と地域経済の健全な発展を
図っていきたい。
プレミアム付共通商品券の発行については、町民の不公平感をなくすような仕組みづくりをして
いきたい。その内容や状況によっては、町が補助しているプレミアム分10%の負担割合について
も見直しをしていきたい。また、小売店への効果を大きくするため、商業協同組合との連携によ
り小売店で使用した場合に、すいせんカードのポイントを３倍にするなどの工夫をしたり、高齢
者宅への配達を促すなど、大型店に使用が集中してしまうのを防止している。今後も町外への
顧客流出抑制のみならず、小売店の活性化への取り組みに対して後押ししていきたい。

13　事業実績

20,000

活動指標名

プレミアム付共通商品券
発行部数

20,000

会員1社あたりにかかる事
業費（事業費／会員数）

30,525

H21年度

19　特記事項
　　（事業の沿革等）

15　成果目標
（現状の成果及び今
後どのようにしたい
か、定量的な評価で

示す）

成果指標名 H21年度 H22年度（見込み）

16　成果実績

　経営指導講習会等への参加者は年間3,500人近くいるため需要は大きい。未参加者のニーズ
を把握するために企業へのアンケートなどを実施し、講師やテーマを考えてもらうことにより継
続します。プレミアム付共通商品券については、回収率が99.79％ということで、プレミアム分を
合わせてほぼ全額の1億1千万円が町内で消費されたことになり町外への顧客流出の抑制には
効果があると考えます。継続していると効果が分かり難いが、プレミアム付共通商品券が復活
した20年度の取扱店アンケートによると76.4％がプラスになったと回答しているため、継続して
いきます。さらに地域経済が活性化するには、より多くの中小商工業者及び小規模事業所の経
営安定を図る必要があります。そのため、現状の商工会の組織率49.8%から60%を目指して活発
に活動できるよう今後も支援していきます。

H20年度

3,736

H20年度

2,511

139

20,000

30,005

補助率が極端に高い理由としては、プレミアム共通商品券の補助が考えられます。（平成14年
に5年間の時限付事業としてスタートし、18年度に終了。20年度から再スタートしている）
プレミアム分を除くと補助金「1７,601千円（21.7%）」となります。南足柄・愛甲につきましては、21
年度はプレミアム付共通商品券は実施していないなど一概には比較できません。茅ヶ崎市・藤
沢市の商工会議所と連携して創業塾や販売促進セミナー、企業情報交流会など経営支援に力
を注いでいる分、他の商工会より若干補助率が高めとなっています。
講習会等の開催数21年度96回（県内商工会平均20回）

H22年度（見込み）

20,000



対 昭

資
i料

平成 22年 3月 31日 現在 (単位 :円)

平成 22年 3月 31日 現在 (単位 :円)財 産 目 録

28,753

22,823,496

60,000,000

4,740,230

110,250

50,000

2,000

未      払

前      受
g t政 調 整 5 +当

商 工 会 館 建 設 基 金 引 当

商 工 会 館 偏 品 基 金 引 当

保  証  全  等  残

合 出 資 残 高

5,933,530

19,200

35,070,737

24,019,2

21,935,231

50,000

2,000

期 預 金 等

払    費     用

証

合   出    資

科 目 金 額 摘 要

資 産 部 ＞

全

全

全

金

全

全

全

金

金

金

全

金

全

金

金

全

現

普

普

普

普

普

普

普

普

定

定

定

定

定

定

未

通

通

通

通

通

通

通

通

期

期

期

期

期

額

預

預

預

預

預

預

預

預

預

預

預

預

預

預

収

他

払

合

の

前

保

組

そ

費 用

全

全

金

資

奮出

証

出

28,753

4,945,488

648,296

199,800

85,800

197,900

1,436,231

3,439,244

11,870,737

10,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,000

4,740,230

110,250

50,000

2,000

5.000

期末手許有高

湘南信用金庫N00004789

横浜銀行H0771891

静岡中央銀行N62365622

平塚信用全庫脱0524905

さがみ農協llo 0585785

湘南信用金庫 (商工会館備品基金)

l18高信用金庫 (高工会館建設基金)

汁'南信用金庫 (財政調整基金)

きがみ農協 (商工会館建設基金)

湘南信用全庫 (商工会館備品基金)

横浜銀行 (商工会館建設基金)

静岡中央銀行 (財政調整基金)

平塚信用金庫 (財政調整基金)

寒)町 郵便局 (商王会館備品基金)

17,098自 動販売機手数料

54,000121年度記帳機lll化手数料

218,082 Hl働ヽォ ー券未換金分

3,200,000財政調整積立全引当費

580,000会 館建設基全引当費

セョム契約料H22年4月～H22年7月

セコム保証金

51,300 4月 入金会費

2,000加 入金

1lS,750,21共通商品券手数料

499,000備 品基金引当費

神奈川県福祉共済協同組合1)000 関 東自動車共済協同組合1,000

湘南信用金庫出資金

Ａ
ロ 計 87 759 729

(負 債 の 部

未      払 全

全

金

全

全

等

全

冷

当

当

当卸却却全資嘩

受

基

設

口ｍ　
　
出

確筆鞠証Ａ口『

政

エ

エ

前

財

南

商

保

組

そ

5,983,530

19,200

35,070,737

24,019,244

21,935,231

50,000

2,000

5 000

36S,5153月分健康保険 厚 生年金

147,000共通商品券印刷代

147,969 3月 分超過勤務手当

40,5113月 分電話代

3,6102月 分FAX代

11)025 床マットリース代
43,48431バ トル試食会材料代

38)000加入キャンペーン報奨全

3,200,000財政調整積立金引当費

580,000会館建設基金引当費

13,200平成22年度会費

34,131 0RPHISFP吊」イ代

36,750コ ビー紙代

11,870 3月 分旅費

3,333 3月 分ガス代

16,750葬儀生花代

62)000ド ト3月分給料

17,000加入促進報奨全

6,000消費税修正申告

499,000備品基金引当費

667,582町補助金返還

6)000会議室使用料

計 87,034,942

次 期 繰 越 全 724,787

-21-
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商工会員の状況

会員の業種別内訳（商工会実態調査より）

総会員数 建設業 製造業 卸売業 小売業 飲食・宿泊業 サービス業 その他 商工業者以外の会員数

H21.4.1 920 173 136 22 192 138 149 103 7

H22.4.1 910 171 132 23 191 131 149 106 7

増　減 ▲ 10 ▲ 2 ▲ 4 1 ▲ 1 ▲ 7 0 3 0

H23.3.23 961

減（脱会）の理由は、廃業が主であり、増（入会）の理由は、組織率強化のための営業活動によるものである。

商工業者以外の会員数は、専務理事、女性部正副会長、青年部正副会長

事業仕分けシートの会員数は各年度の数値として、毎年３月３１日現在の会員数を記載しているため、ズレが生じている。



商工会補助事業 追加資料

平成 21年 度収支決算書
(平成21年!月1日～平成22年3月31日)

部収入の :円

勘定科目 予 算  額 決 算  額 増 減 摘  要

補ワ金 62,207,000 60,979,963 △  1,227,037

県革補助金 33,417,000 32,S36ぅ Ol10 Z1 581,000 補助金改正、事業国研l‐責

町補助金 28,790,000 28,100,963 Z  ヽ689,037

県達補助全 0 43)000 43,000 情報化通信費補助全

会墳手数料収入 29,427,000 32,108ぅ 958 2,681,988

と
コ本
一 11,012,000 10,532,700 △ 479,300

普通会賃 S,941j000 8,438,700 Z  ゝ502,800

特別会費 1,971)000 2,021,000 50,000 事務受託手数料他

加入金 100,000 73,000 △ 27 000

特別賦課全 3,625,000 1,379,555 Z1 2,245,445 振興費、受託手数料の見直し

検定等手数料 1,535,000 1,056ぅ 980 △  478,l120 記帳機械化等手数料

中小企業共済 129,000 115ぅ117 △ 13,883 共済加入手数料

片蓄共済 436,000 593,025 157,025 共済加八手数料

使用料 1,2311,000 1)521,000 291,l100 まちづくり仰、 」 C等 借料

特,J会計繰入金 7ぅ090,000 6,635,359 Z  ヽ364,641 一般共済 労 働保険等

引当金繰入金 2,700,000 2,051,995 △ 648,005 会館建設基金

雑収八 1,760,000 8,2232227 6,463,227 まちづくり僻出資金返金等

前期為越金 831,000 831,l176 ，
イ

収入合計 92,465,000 93,919,997 1,454,997

支出の部

勘定科 目 予 算  額 決 算  額 増 減 摘  要

役員兼酬 2,640,000 2,640,000 0

1報酬 2)640,000 2,640)000 0

織員設置費 55,846,000 54,535,066 Z  ゝ1,310,934 補助全改訂、給与表改訂

給料 26,645,000 26,611,800 △ 33,200 職員7名

諸手当 6,695,000 6,693,126 △  1,874

期末手当 11,778,000 10,458,480 △ 1,319ぅ 520 415月

超過勤務手当 1,145,000 1,543,370 398,370

福利厚生費 6,207,000 6,106,826 △  100,174 介護保険料等

福キけ環境整備費 2,435,000 2)4331864 △  1,136 科目改訂、職員退職金積立

臨時雇用賃金 941,000 687,600 △  253,400

経営支援事業責 1,080,000 1)200,193 120,193

指導事業費 45,000 60,846 15,346

議習会開催費 216)000 254,444 38,444

金融指導費 108,000 50,982 △ 57,l118

その他支援事業貴 377,000 431,010 54,010 事業団研修等

情報化対策費 200,000 349,231 149,231

記帳機械化 134,000 53ぅ680 △ 80)320 県達負担金



勘定科目 予 算  須 決 算  額 増 減 摘 要

地う,活性化事業費 23,127,000 20,722,024 △  2,404,976

総合振興費 5,746,000 4,943,176 △  802,824 商品開発 ‐販促費等観光振興

商業振興費 2,463,Ol10 1,860,464 △ 602,536 売り出し等

工_―振興費 890,000 915,520 25,520

労務対策貸 128,000 128,312 312

緊急経済対策費 1,000,000 220,000 △ 780,000

共済事業運営費 100,000 0 △ 100)000 共済事務費

ブレミアム商品券 12,3011,000 12,654,552 △ 145,448

管電費 7,310,000 7,741,932 △ 68,06e

紅税公課 70,000 84,5110 14j500 町県民税、消費税

旅費通信連級費 1,000,000 751,768 △ 248,232 指導車草校等

消耗品費 7011,Ol10 867.2t■4 167,294

光熱家屋責 1,610,000 1,674ぅ 912 64,912

会議費 200,000 99,000 △ 110,000 総代会

捗外費 1,300,000 1,711,692 411,692 賀詞交換会等

440,000 250,747 △ 189,253

役員費 1,100,000 687,300 △ 412ナ的。理事会、委員会、団体長会議

役員関係費 120,000 369,434 249,484 役員旅費等

負担金 1,000,000 1,109,110 109,110 県達負担金、システム開発費他

備品費 1511,000 0 △ 150,000

雑費 120,000 145,125 25,125 振込手数料、寄付金等

資産取得支出 1)5o2)000 6,355ぅ 995 4 853,995

会館建設基金 1,500,000 2)681)995 1,131,995 倉庫新築工事、盛車塀舗装

器具席品基金 1,000 524,000 523,000

財政調整積立金 1,000 3,200,000 3,199,000

予備費 460,000 0 △ 460,000

支出合計 92)465,000 93,195ぅ 210 730,210

次期繰越金  724,787円



平成 22年 度 事 業計画書

I 基 本方針

我が国経済は、一昨年の金融危機、昨年の円高 デ フレの影響により、長期的な不

況が続いています。これにより、地域の商工業にも大きな影響を受け、厳 しい状況に

おかれています。景気低迷による県 町 の税収が減 り、商工会への補助金が大きく肖」

減されました。商工会としても、小規模事業者の立場に立ち金融 経 営革新等の支援

に努めているところでありますが、依然として廃業による退会者が増えている現状で

あります。

今年度は、会員への巡回を強化 し、「信頼される商工会J、「必要 とされる商工会J

となっていくよう、よリー層の努力と活動を続けてまいります4

また、未加入事業所人の加入勧奨を強力に推 し進め、商工会の自主財源確保と地域

経済の活性化を推進 してまいります、会員各位 と関係機関等の、ご指導 ご 協力をよ

ろしくお願いいたします。

五 重 点事 業

1 組 織の拡充強化

「商工会は行きます 間 きます 提 案 します ～ 会員満足向上運動～」を県下

19商 工会の統
一キャッチフレーズに掲げ、当商工会 としても会員増強、巡回訪

間をきめ4Bかく実施し、会員の必要に応える支援活動に努めます。

会員獲得には、「魅力ある」「信頼できるJ商 工会でなければならない。職員

による未指導会員 0を 目指 し巡回指導を強化 し、商工会事業や各種施策をPRし 、

行政、商工業者、住民皆さんに商工会の業務についての理解を得るよう努めると

ともに、地域活性化の担い手である 「青年部、女性都Jの 機動力の活用に努めま

す。

会員減少の中 「組織率向上対策委員会Jを 引き続き開催し、会員組織率 60%

を達成する為に、未会員への加入勧奨に努めると共に各部会長による団体長会議

等を通 し、業種別組織の加入強化を支援するとともに、大規模店舗、ヨンビニエ

ンスス トア等の加入促進に係る 「神奈川県中小商業活性化条例」の普及の為 21

年度に引き続き町へ 「町中小商業活性化条例」制定についての折衝等に努力いた

します。

また、各部会に対 して加入促進報奨金制度により財政支援を行います。

2 商 業活性化事業の支援

プレミアム付き共通商品券事業は、昨年同様実施 し、地域商業の活性化並びに

地域住民の消費拡大に貢献します。

従来よりの町内共通商品券事業を充実し、会員中小商店等の結束をla化し、商



4

6

業の活性化を図 り、消費者の利便性を図るため第二者発行型前払式証票事業とし

て、この業務を的確に遂行 し 「前払式証票 (以下商品券 とい う。)Jの 購入者の

利益を守る為に、法務局への資金供託を行い商品券に係る信用を維持することを

継続 して実施 します。

観光振興事業の充実

観光協会 案 川町 商 工会の三者が
一体となった寒川町観光事業検討協議会が

中心となり、観光振興ビジョンの策定、観光客の受け入れ態勢整備並びに地域商

工業の活性化に向けた検討等、観光振興事業を支援すると共に、「寒川神社東参

道まちづくり構想調査事業Jの 具現化に向け検討 します。

また、県下商工会が参加する 「かながわ商工会まつ りJに 、昨年同様出店する

とともに、寒川町の特産品のピーアールに努めます。

地域情報発信基地としての情報提供 とシステム更新

ホームページを充実させるために改訂をし、ブログの更新を常時実施 し、常に

最新情報を提供するとともに、個人情報保護法を遵守しつつ、情報機器の更新並

びに会員管理及び商工会会計ソフ トの更新を図 ります。

工業振興事業としての環In~問題に関する情報提供 と ISO取 得支援

昨今、地球環境問題が深亥1化し、積極的な環境保全と、経済発展を目指した継

続的な取 り組みが企業に求められています。

商工会 として、安全で環境に配慮 した情報を提供することにより、地域に貢献

します。

地域人材育成及び若手後継者育成に伴 う請習会 ・創業塾等の開催

様々な経済事情に対応できる工うな経営力を表 うため語習会を開催 し、ほ営者

及び後継者の資質の向上 ・経営の安定を支援 します。また、中小企業向けの国

県等の施策を会員皆様に情報提供します。

会員のホームページ作成講習会においては、全国連の 「SHIFT」 を活用 し

た、パ ノヨン議習会を開催しパソコンの利用促進及び会員ホ
ームページの活用促

進を図 ります。

創業 (開業)事 業継承を考えている方々が、計画を実現できるよう支援に必

要な研l~会、個別創業相談会等を開催いたします。

新たに、将来の寒)1町のあるべき姿を研究するための研修会を開催致 します。

青年部組織の拡充強化に向けての検討をいたします。

商工会創立 50周 年記念事業に向けて

昭和 36年 10月 寒川町商工会が設立され平成 23年 には、 50周 年を迎えま

す。 これに先立ち、本年度より、創立 50周 年事業の準備に取 りかか ります。ハ

ー ド・ソフ ト両面にわたり50周 年の事業計画及び収支予算の策定等創立 50周

7



8

9

年委員会にて検討してお ります。

その第 1弾 として、町制 70周 年記念事業の
一
環としての寒川町、JAさ がみ、

観光協会 と商工会の共同事業として 「さむかわB-1バ トル」を開催いたします。

商正会 としては、商業の活性化 とまちおこし事業を兼ね厚木で開催されるB―

1グ ランプリと同時開催 される神奈)1県内の食に関するフェスティバルヘの参加

を目指 し、新メニューを開発 し町内の飲食店等が地域及び全国に向け発信するた

めに県の申小企業総合F―営支援事業等を有効に活用し事業を実施いたします。

第 2弾 は、今年度は、姉妹都市である寒河江市と寒)i町の姉殊都市締結 20周

年に当たり、商工会としても案河江市商工会との交流研修を実施いたします。

相談指導業務の積極的推進 とその活用

昨年度は職員全員が経営指導員 となり、これを契機に、経営改善事業の積極的

推進、地域振果に対する役害!を今まで以上に発揮できるよう、中小企業大学校で

研修を行い資質の向上と指導業務計画の遂行に努めました。

本年は、執務体制の再編成、担当業務の抜本的見直し等により研修の成果を発

揮できるよう、役害1を明確に示す事務局体制の確立及び事業評価帝1度導入による

効率的な行事の開催、web研 修を積極的に取 り入れ、資格取得等 自己研鎖に努

めます。

また、経営指導員 1人 1件 以上の経営革新の認証取得を目標に積極的に展開し

ます。

財政基盤の充実強化

本年度完全実施予定の県単補助金の見直しに伴い、事業評価の実施を行い、補

助対象事業を含めた全事業の見直し、スクラップアン ドビル ドに着手 し、財政の

効率化、各種収益事業等の促進、経費節減等財政基盤強化を図るとともに、自主

自立体制がとれるよう、また中長期計画を作成 し自己財源比率 45%を 目標に役

職員の意識改革に努めます。       1

また、商工だよりに有料広告を掲載 し、企業の PRと 共に発行回数を年 4国 に

増や し尚かつ紙面をカラー化することにより広告掲載企業を募集 し、財政の強化

に努めます。



事業シニト(事業概要書)
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学校給食業務に必要な人員のうち、正規職員でま不足する人員を臨時拙員を雇用して補充し、

学校給食法に基づいた道切な学校給食を実施することこより、児童の心身の健全な発とに寄

与する.

0対 象
(誰 何を対
象に)

町立小学技全5核の児重及び教WE l真

0寒 )小学校  734人 3-之 宮小学校
0小谷小学接  484大 0南小学核

460人 0旭 小学な  690人
5 4 1ノ、
5枝計  2 9 0 9人 (最大)

0事 業内容
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町立小学校の学校給食は 完全給食を直営 自技方式で実施している。本事業は 客刀ヽ学校に

配置する臨時職員(拾食罰理補佐員)の庭用 賃金支給などの人事と 学校保健安全法に基づ

いた健康診断を年1回実施するもの。
●各小学校の職員配置状況…概ねR40食あたり1人の正規職員配置.正規職員の欠員

1人に対して臨時職員2人雇用して補充.

職員配こ数 う ち正規十再任用職員  う ち臨時職員

0寒川小学校     6 0人        4人        4人 (2 0人)

a一 之宮小学技  35人       3人       1人 (05人 )

0旭 小学校    55大       3人       5人 (25人 )

0小 谷小学校   40人       3人       2人 (1 0人)

6荷 小学校    45大    9人 +1人 (05人 )  2人 (コ 0人 )

23 5ノ、 1 6人 + 1人 ( 0 5人 )

米 (

1 4ノ、(7 0フ、)

)内は正規職員換算

0事 業の必要性

草ほ拾貸は境童の心身の健全な発達に資するもので、その実施にあたっては、申在給ミ関係
法令に定められた内容 衝生管理などの基準を満たした、安心、安全な袷frを,供 しなければ

ならない。そのためによ給資業務を正常に運営するために必要な人員をfF求する必要があるこ

とから この事業は継続実施すべきであると考える!
さらに 本町の学校結食は直宮方式で実施されており や食コ理現場で」

l廷作キや行生や妻

に関する指示 命令系続が正れ崩員と瑞lt職員とで異なつてしまうと 業務に支障が占ることおヽ

ら 臨時職真よ現状どおり直接虐用が望ましいよ考える.

平成23年度
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職員構成 概算人件表 投入人員

0事 業費 ‖ 307 千 円 担当課廟員
(岳任用職員
本す、ヽ

635 子 円 010 大

l② 大件策 6 3 5  千円

臨時職員等 0 千 円 人
0総 額 11942‐千円

11事 業費
(財源内訳)

年度
事業費計
(千円)

財源内訳(千円)

国 県支由全 町債 その他 一般財源

H20年度〈決算) 8853 8853

H21年度(決算) 8301 3301

H22年度(決算見込み) 9991 999ヽ

H23年度(予算) 11 307 11 307

12平 戒23年度
事業費内訳

H 4人 = 9  7 7 7  6 0 0日

2フ、=1 396 800円

235X16人 =191 760円

●臨時職員賃金  11 174400円
正規職員久員補充   C7200X97日 X

療養体暇 体職者等代替 C7200× 97日×

0臨 時職員健康診断委託料(1人年1回) 08
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単位 H20年 度 || Ⅲ21年度 H22年度(見込|な)

給食実施日数 日 185

年間廷べ臨時職員雇用人
数

大 1211 1137 1389

年間こべ給食数 食 51543o 512714 515,591

畔||,義 1食あたり臨時職員コスト 円 172 162 194

町立小学校5校の単独調理場に 各学校の給食数や作業量に応じた人員を適正に配置し、通
切かつ徹底した衛生管理のもとで、安全で栄養′ヽランスのとれた給食を安定して提供できるよう
にする。
学校給食関係法令で定められた衛生管理基準を満たした給食調理業務ができるようにし、食中
毒等の事故の発生防止に努める。
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●正規職員の減少により、荷生管理や臨時職員のO」T(※1)等に必要な知識や技能の教授が
難しくなつている。
●O-157や ノロウィルス対策など 国の定める学校給食衛生管理基準が複雑かつ厳しくなっ
ており、それに伴つて翻理及び衛生管理の作業量が増加している。
●臨時職員の応募者が少なく、欠員が生じて給食業務に支障が出る恐れがあり、待遇改善の
検討が必要。

草驚35‐|
自■
已■
S・

Ｆ！！≡森

■や
②今後の方
_Ⅲコ性 ■
|‐■‐~   ‐‐

●学校給食運営に必要な人員を確実に確保できるようにする。
●老朽化が進み、財政難から備品購入もままならぬ状態にあるなど、現状の施設、設備 備品
では、配置人員数の削減 よ難しい。施設の改修や設備の更新、新設をすることにより 給食従
事者の作業員を削減し、配置人員数の削減を図る。
●今後の学校給食の運営方針に基づいて、職員の配置 採用 待違等について検討し、人事計
画を定める。

=1神 1411 近 携市の給食提供方法等の状況

藤沢市 茅ヶ崎市 鎌倉市 葉山町 愛川町

自校方式

センター方式

3 2枝

4校

15枝

3校

16横

0な

4な

0な

小学校6検

中学校3校

説理業務形態
直曽
(センターの運
転員のみ委託)

直営
直営 9技

委Ht 7技
直営

直営 小学校2棋

奏証 小学校4松 中学

4ヽ 中 高 香 ,

給食対象人数

小学法
特別支援学校

23000

小学校

140110

小学校

81 0 0

小学技

1900

打ヽ 中学校

刀ヽ 2500

中 1300

O昭 和33年

O昭 和36年

O昭 和52年
0昭 和54年

O昭 和55年

O昭 和60年
〇昭和62年

O平 成 6年
0平 成 9年

O平 成14年
0平 成15年

O平 lt1 6年
O平 成17年
O平 成18年

寒川小学校給食開始
―之宮小学校 旭小学校開校と同時に給食開始
旭小学校給食調理場完成
―之宮小学校給食調理場完成
小谷小学校開核と同時に給食開始
―之宮小学校給食調理場改築、一之宮小学校 J 谷ヽ小学校米飯給食開始
寒川小学校給食副理室新崇、旭小学校給食副理室改築 寒"1小学校 旭小学校
米飯給食開始
高小学校開様と同時に給食開始
「学校給食衛生管理基準」制定
寒川小学校磁器食器導入
旭小学校磁需食器導入
調理員の臨時職員雇用開始
―之宮小学校磁器食器導入
小谷小学校磁器食器導入
南小学校磁串食器導入

※1 0」TとはOntho Job T西市ng(オン ジョ レーニンク)の略称。1仕事中 仕事遂行を通して訓練をすること
という意味を持ち、計画的 継続的に職場の上司(先輩)が部下(後輩)に対し、具体的な仕事を通じて仕事に必要な究E
識 技術 態度などを修得させる人材育成の手法。




